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お問い合わせ

アメリカ合衆国において、キリスト教はジェンダー構造
に大きな影響を与えてきました。ある時点までは、それを
決定づけたと言っても過言ではありません。フェミニスト
の立場から見ると、その女性への影響は両義的でした。
キリスト教は、女性に対して大いなる公的活躍の可能性を
開きましたが、また、大きな抑圧の種ともなりました。で
は、どのように可能性を開き、どのように抑圧したので
しょうか。本講演では、「長い19世紀」に焦点を置いて、
この疑問に解答してみようと思っています。

多数の方のご来場をお待ちしております。
自家用車でのご来場はご遠慮ください。タクシーでお越しになる場合は、
西門をご利用ください。
キャンパス内は全面禁煙となっております。あらかじめご了解ください。

「アメリカにおける女性とキリスト教ーー抑圧とエンパワメントの間」

＜講師経歴＞
東京女子大学現代教養学部国際社会学科国際関係専攻教授。
国際基督教大学比較文化研究科博士後期課程修了（学術博士）。
専門はアメリカ女性史・ジェンダー史、アメリカ・キリスト教史、日米関係史。
著書に『アメリカ女性宣教師——来日の背景とその影響』（東京大学出版会、1992年）、
『帝国の福音——ルーシィ・ピーボディとアメリカの海外伝道』 （東京大学出版会、2019
年）、共編著書に『アメリカ・ジェンダー史研究入門』（青木書店、2010年）、共著に
『歴史のなかの政教分離』（彩流社、2007年）、『帝国と学校』（昭和堂、2010年）、
『モダンガールと植民地的近代』（岩波書店、2010年）、Competing Kingdoms: Women,  
Mission, Nation, and the American Protestant Empire, 1812-1960 (Duke University 
Press, 2010),『近代日本のキリスト教と女子教育』（教文館、2016）など。

こひやま るい

小檜山 ルイ 教授東京女子大学 現代教養学部

参加無料
申し込み不要

講師

日時 2019年4月26日(金) 10:35～11:25（ｱｯｾﾝﾌﾞﾘｱﾜｰ）

場所 神戸女学院講堂
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